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晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
令
和
５

年
度
長
野
地
域
森
林
祭
が
5
月
27

日
㈯
、
小
川
村
「
星
と
緑
の
ロ
マ

ン
館
」
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
力
強

い
宣
言
か
ら
は
じ
ま
り
、
活
気
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
森
林
祭
と
な
り

ま
し
た
。
当
組
合
も
和
田
組
合
長

は
じ
め
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
道
36
号
線
（
小
川
ア
ル
プ
ス

ラ
イ
ン
）
沿
い
に
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を
植
樹
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
最
寄
り
に
お
出

か
け
の
際
は
是
非
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

９
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
に
長
野
県
林
業
職
員
協

会
県
大
会
が
、「nagano forest village 

森
の

駅 D
aizahoushi

」、「
ア
ソ
ビ
ー
バ
ナ
ガ
ノ
パ
ー

ク
」（
長
野
市
上
ヶ
屋
）
を
会
場
に
、
長
野
県
内

７
森
林
組
合
、
４
市
町
村
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
日
目
の
林
業
技
術
競
技
で
は
普
段
私
た
ち
が

測
定
に
使
う
器
具
等
は
一
切
使
わ
ず
自
分
自
身
の

感
覚
を
頼
り
に
競
技
を
進
め
、
普
段
と
は
違
う
視

点
で
森
林
を
視
る
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
立
木
の
高
さ
を
測
定
す
る
競
技
と
立
木
の
胸

高
直
径
を
測
定
す
る
競
技
で
当
組
合
若
手
職
員
2

名
が
優
秀
賞
を
受
賞
、
仲
間
の
受
賞
を
大
変
喜
ば

し
く
思
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
の
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
適

切
な
森
林
整
備
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
な

ど
の
取

り
組
み

に
よ
る
、 

Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度
で
す
。
我
々
森

林
組
合
は
適
正
な
森
林
整
備
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
に
つ
な
が
る
事
業
を
行
う
こ
と
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

発
行
が
で
き
ま
す
。
昨
今
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

軽
減
、
吸
収
量
増
加
が
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
整
備
を
適
切
に
進
め
て
い
く
こ
と

で
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
環
境
保
全
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
森
林
組
合
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
は
二
日
間
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
の
大

会
で
し
た
が
中
身
の
濃
い
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
学
ん
だ
こ
と
を
業
務
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

長
野
県
植
樹
祭　
令
和
５
年
度
長
野
地
域
森
林

祭
（
小
川
村
）
開
催

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
作
業

競技中の様子

Ｊクレジット制度の研修会

植
樹
の
説
明

作業の様子



3

令
和
５
年
度
国
有
林
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

当
組
合
で
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
『
社

会
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
６
月
17
日
㈯

と
６
月
24
日
㈯
の
二
日
間
、
寺
澤
専
務
は

じ
め
一
般
職
員
が
２
班
に
分
か
れ
て
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
17
日
は
長
野
市
篠
ノ

井
塩
崎
の
林
道
西
入
線
で
枝
払
い
や
路
面

清
掃
、
６
月
24
日
は
信
濃
町
セ
ブ
ン
の
森

で
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
組
合
と
し
て
は
、
な
か
な
か
人
の
手

の
行
き
届
か
な
い
場
所
の
整
備
を
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５
月
30
日
㈫
に
開
催
し
た
、
北
信
森

林
管
理
署
「
５
３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運

動
」
に
和
田
組
合
長
他
５
名
で
参
加
を

し
、
戸
隠
森
林
植
物
園
周
辺
の
ご
み
拾

い
や
外
来
植
物
の
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。

来
園
者
の
自
然
環
境
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
か
ら
か
、
年
々
ゴ
ミ
の
量

が
減
少
し
喜
ば
し
い
限
り
で
す
が
、
そ

の
一
方
で
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
等
の
外
来
植

物
が
増
加
傾
向
に
あ
り
危
機
感
を
覚
え

ま
す
。

本
来
の
自
然
の
姿
を
子
供
た
ち
に
残

せ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
会
開
催

第
２
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
５
年
７
月
13
日
㈭

《
議　
　

事
》

第
1
号
議
案　

第
１
四
半
期
の
事
業
報
告
及

び
6
月
末
の
事
業
進
捗
状
況

に
つ
い
て

第
2
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

①
フ
ォ
ワ
ー
ダ
Ｖ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｋ

６
０
８
の
処
分（
北
部
支
所
）

第
3
号
議
案　

令
和
5
年
度
ス
マ
ー
ト
林
業

実
践
支
援
事
業
の
導
入
に
つ

い
て

第
4
号
議
案　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給

に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
1
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

①
総
務
専
門
委
員
会
の
報
告

②
森
林
づ
く
り
推
進
専
門
委
員
会

の
報
告

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の

報
告

第
2
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
3
号　

長
野
支
所
、
西
山
支
所
、
鬼
無
里

事
業
所
の
業
務
連
携
体
制
の
構
築

に
つ
い
て

第
4
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

の
補
償
に
つ
い
て

第
5
号　

株
式
会
社　

鬼
無
里
の
杜　

と
の

債
権
債
務
の
処
理
に
つ
い
て

第
6
号　

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
構
築

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
関

す
る
自
己
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
る
自
己
点
検
実
施
に
つ
い
て

第
7
号　

長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
へ

の
陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

第
8
号　

役
員
視
察
研
修
の
報
告
に
つ
い
て

第
9
号　

そ
の
他

第
３
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
５
年
10
月
20
日
㈮

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
２
四
半
期
の
事
業
報
告
及

び
９
月
末
の
事
業
進
捗
状
況

報
告
と
年
度
末
見
込
み
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

①
フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
Ｍ
Ｓ
Ｔ

－

８
０
０
Ｖ
Ｄ
Ｌ
）
の
処
分

（
更
埴
支
所
）

第
４
号
議
案　

規
程
・
内
規
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

①
嘱
託
・
臨
時
職
員
給
与
規

程
の
一
部
改
正

②
森
林
作
業
用
機
械
・
器
具

購
入
補
助
金
交
付
内
規
の

一
部
改
正

第
５
号
議
案　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

令
和
５
年
度　

ス
マ
ー
ト
林

業
実
践
支
援
事
業
変
更
計
画

に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

特
別
委
員
会
（
木
材
加
工
事

業
関
係
）
の
委
員
の
変
更
に

つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

上
半
期
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

①
総
務
専
門
委
員
会
の
報
告

②
森
林
づ
く
り
推
進
専
門
委
員
会

の
報
告

第
３
号　

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
に

つ
い
て

第
４
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
５
号　

長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
に

対
す
る
陳
情
に
つ
い
て

第
６
号　

実
践
的
能
力
理
事
の
配
置
に
つ
い
て

第
７
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

の
補
償
に
つ
い
て

第
８
号　

長
野
市
か
ら
の
人
材
育
成
助
成
金

の
返
還
に
つ
い
て

第
９
号　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
倉
庫
に
つ

い
て

第
10
号　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給
状
況

に
つ
い
て

第
11
号　

組
合
リ
ー
ス
車
両
の
入
替
に
つ
い
て

第
12
号　

令
和
６
年
度
高
性
能
林
業
機
械
導

入
推
進
事
業
（
林
業
・
木
材
産
業

循
環
産
業
成
長
対
策
事
業
）
に
係

る
要
望
調
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
13
号　

受
託
林
産
事
業
に
伴
う
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
対
応
に
つ
い
て

第
14
号　

ス
ギ
花
粉
採
取
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

第
15
号　

そ
の
他

荷台にいっぱいのゴミ袋

作業の様子
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７
月
25
日
㈫
に
、
霊

仙
寺
山
国
有
林
に
お
い

て
、
中
部
森
林
管
理
局

北
信
森
林
管
理
署
と
長

野
森
林
組
合
の
共
催

で
、
自
走
式
草
刈
機
の

現
地
検
討
会
を
行
い
ま

し
た
。

下
刈
作
業
は
、
夏
の

炎
天
下
で
の
重
労
働
で

あ
り
、
転
倒
や
蜂
刺
さ

れ
の
災
害
リ
ス
ク
も
高

く
、
さ
ら
に
季
節
的
な

作
業
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
等
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
、
２
０
２
１
年
に
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー

に
よ
る
切
株
と
粗
朶
の
無
い
地
拵
え
を
行
い
、
ス
ギ
苗
を
植

林
し
た
現
場
に
お
い
て
、
キ
ャ
ニ
コ
ム
様
の
協
力
に
よ
り
傾

斜
地
で
も
走
行
で
き
る
自
走
式
草
刈
機
に
よ
る
下
刈
の
実
証

試
験
を
行
い
ま
し
た
。

検
討
会
に
は
約
60
名
が
参
加
し
、
検
討
会
の
内
容
は
信
濃

毎
日
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

下
刈
作
業
は
、
植
生
が

単
調
で
岩
盤
質
な
欧
州
や

北
欧
と
比
較
し
、
気
候
が

湿
潤
温
暖
で
土
壌
条
件
も

良
く
多
様
な
植
生
が
繁
茂

す
る
日
本
特
有
の
課
題
で

あ
り
、
海
外
の
林
業
先
進
国
に
も
適
切
な
機
械
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
下
刈
用
の
機
械
は
国
内
の
各
林

業
機
械
メ
ー
カ
ー
と
我
々
現
場
サ
イ
ド
が
協
力
し
て
開

発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
刈
作
業
に
機
械

を
導
入
す
る
に
は
、
地
拵
え
、
植
林
の
時
点
で
後
々
機

械
が
走
行
で
き
る
様
な
施
業
も
必
要
で
す
。

長
野
森
林
組
合
は
北
信
森
林
管
理
署
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
効
率
的
な
施
業
を
実
現
す
べ
く

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
24
㈯
、
信
濃

町
野
尻
に
あ
る
や
す

ら
ぎ
の
森
で
第
10
回

長
野
セ
ブ
ン
の
森
の

森
林
整
備
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
の
店
頭

で
募
金
さ
れ
た
資
金

を
活
用
し
て
、
㈱
セ
ブ
ン
＆
ア
イ　

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス　

（
一
財
）
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
記
念
財

団　

信
濃
町　

長
野
森
林
組
合
の
４
者
協
定
に
基

づ
き
森
林
の
整
備
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
10
年

間
の
協
定
期
間
の
う
ち
本
年
度
で
６
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
感
染

症
移
行
後
の
初
の
活
動
と
な
り
、
近
隣
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
様
御
家
族
を
中
心
に
、
沢

山
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
わ

や
か
な
高
原
で
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
５
年
前
に

植
樹
し
た
苗
木
を
１
本
づ
つ
手
作
業
で
丁
寧
に
下

刈
り
を
行
い
参
加
さ
れ
た
方
々
は
心
身
と
も
に
久

し
ぶ
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
た
様
に
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
お
子
様
に
は
感
謝
状
も
授
与

さ
れ
、
森
林
整
備
活
動
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

来
年
度
は
隣
接
地
を
皆
伐
し
て
新
た
に
植
樹
を

行
い
今
後
も
継
続
し
て
森
林
整
備
活
動
を
実
施
し

て
い
く
計
画
で
す
。

●
下
刈
省
力
化
に
向
け
た
自
走
式
草
刈
機
の

　
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た�

【
北
部
支
所
】

●
第
10
回
長
野
セ
ブ
ン
の
森

　
　
　
森
林
整
備
活
動
に
つ
い
て�

【
北
部
支
所
】感謝状の贈呈 作業内容の説明

伐根も破砕できる草刈機傾斜に強いラジコン式草刈機

あいさつする北信森林管理署木村署長（右）
と和田組合長（左）

熱
心
に
見
学
す
る
参
加
者
の
方
々

下刈作業の様子



5

●
緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル 

in 

長
野�

【
長
野
支
所
】�

●
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属

長
野
小
学
校
木
育
授
業

5
月
28
日
㈰
、
長
野
市
城
山
公
園　

ふ

れ
あ
い
広
場
で
「
緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
in
長
野
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
名

札
づ
く
り
・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
の
体
験

は
、
大
勢
の
親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。
白
樺
の
枝
を
輪
切
り

に
し
て
名
札
用
に
加
工
し
た
も
の
に
思
い

思
い
の
絵
や
文
字
を
個
性
豊
か
に
描
い
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
木
材

利
用
の
一
環
と

し
て
コ
ー
ス

タ
ー
作
り
の
体

験
も
行
い
ま
し

た
。
キ
ハ
ダ
の

木
を
コ
ー
ス

タ
ー
用
に
輪
切

り
に
し
て
加
工

し
た
も
の
は
、

一
つ
一
つ
に
細

か
い
木
目
の
特

８
月
４
日
㈮
、
信
州
大
学
教
育
学
部
附

属
長
野
小
学
校
５
年
生
の
１
ク
ラ
ス
に
対

し
、
木
育
授

業
を
行
い
ま

し
た
。

前
半
に
は
、 

「
森
林
・
林

業
に
つ
い
て

知
ろ
う
」
を

題
材
に
し
、

森
林
の
公
益

的
機
能
や
長

野
県
の
森
林

の
課
題
、
森

徴
が
あ
り
、
子
供
さ
ん
た
ち
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
を
と
て
も
楽
し
ん
で

作
っ
て
い
ま
し
た
。
名
札
づ
く
り
、
コ
ー

ス
タ
ー
づ
く
り
共
に
、
子
供
さ
ん
た
ち
の

豊
か
な
発
想
を
生
か
す
貴
重
な
場
に
な
り

身
近
に
あ
る
名
札
と
い
う
も
の
を
通
じ
て

木
で
作
ら
れ
た
物
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
く

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

し
い
た
け
の
ほ
だ
木
造
り
は
、
木
と
の

親
し
み
が
薄
れ
て
い
く
中
、
体
験
ブ
ー
ス

で
は
、
ナ
ラ
の
原
木
に
電
動
ド
リ
ル
で
穴

を
あ
け
、
し
い
た
け
の
種
駒
を
打
ち
込
む

植
菌
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
に
体
験

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
来
場
者
の
多
く

の
方
々
が
訪
れ
と
て
も
興
味
深
く
ご
覧
に

な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
普
段
口

に
し
て
い
る
キ
ノ
コ
が
ど
の
よ
う
な
状
態

か
ら
育
つ
の
か
と
い
う
事
を
知
る
と
て
も

貴
重
な
機
会
で
し
た
。

そ
の
近
く
で
は
、
当
組
合
の
職
員
に
よ

る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
作
成
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
大

き
な
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
器
用
に

使
用
し
細
か
い

模
様
を
入
れ
た

り
し
て
木
で
出

来
た
フ
ク
ロ
ウ

な
ど
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の

ブ
ー
ス
は
皆
さ

ん
に
足
を
止
め

て
ご
覧
い
た
だ

き
一
番
の
人
だ
か
り
で
し
た
。

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
は
、
木
で
作
ら
れ
た

小
さ
な
テ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
屋

台
の
よ
う
な
景
観
で
、
組
み
立
て
式
な
の

で
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
。
早
速
注
文
さ

れ
る
来
場
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
灯
り
を
と
も
せ
ば
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

よ
う
な
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
体
験
が
、
森
林
に
対
す
る
興
味

や
木
の
需
要
が
高
ま
る
い
い
機
会
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

林
組
合
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
生
徒
さ
ん

か
ら
の
質
問
や
疑
問
を
交
え
な
が
ら
授
業

を
行
い
、
森
林
や
森
林
組
合
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
に
５
名
の
職
員
が
、
立
科
町
の
D

ア
カ
デ
ミ
ー
関
東
長
野
校
に
て
、
ド
ロ
ー

ン
を
飛
行
さ
せ
る
際
の
許
可
・
承
認
申
請

に
必
要
な
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
実
技
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の

基
本
的
な
操
作
方
法
の
実
習
に
加
え
て
、

機
体
の
登
録
申
請
の
手
続
き
や
飛
行
さ
せ

る
際
の
航
空
法
規
に
つ
い
て
の
解
説
、
様

々
な
現
場
で
実
際
起
こ
っ
た
事
故
事
例
の

紹
介
や
飛
行
さ
せ
る
際
の
リ
ス
ク
管
理
、

そ
し
て
林
業
現
場
な
ど
で
の
活
用
事
例
や

産
官
学
連
携
に
よ
る
取
組
事
例
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

森
林
資
源
や
地
形
の
調
査
に
ド
ロ
ー
ン

に
て
撮
影
し
た
映
像
等
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
日
々
の
業

務
や
地
権
者
の

皆
様
へ
の
ご
説

明
に
役
立
て
、

ス
マ
ー
ト
林
業

を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

●
無
人
航
空
機
（
ド

ロ
ー
ン
）
飛
行
の

講
習
会
へ
の
参
加

授
業
風
景

手
の
こ
ぎ
り
体
験

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験

後
半
に
は
、
当
組
合
の
女
性
職
員
に
よ

る
、
と
っ
く
り
結
び
な
ど
の
ロ
ー
プ
の
扱

い
方
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
手
の
こ
ぎ
り
で

丸
太
を
伐
る
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
準
備
の
段
階
か
ら
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
体
験
者
を
決
め
る
時
に
は
ほ
ぼ
全

員
に
立
候
補
し
て
頂
き
ま
し
た
。
全
員
に

体
験
を
し
て
頂
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

の
で
す
が
実
際
に
見
て
、
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
式
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
手

の
こ
ぎ
り
の
違
い
を
臭
い
や
音
、
伐
る
速

さ
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
木
育
授
業
を
通
し
て
、
森
林
・

林
業
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

コースター作り

種駒打ちの体験

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の
操
縦
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「
皆
伐（
更
新
伐
）

再
造
林
の
す
す
め
」

次
世
代

次
世
代
へ
つ
な

へ
つ
な
げげ
!!!!

シ
リ
ー
ズ

⑤

「
植
え
て
」「
育
て
る
」
と
い
う
取
り
組

み
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

須
坂
高
校
　
生
徒
発

　
気
候
危
機
突
破
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

県
立
須
坂
高
校
で
実
施
さ
れ
た
、「
生

徒
発　

気
候
危
機
突
破
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
当
組
合
も
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
徒
自
ら
が

主
体
と
な
り
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
づ

く
り
に
関
す
る
学
び
を
通
じ
て
具
体
的
な

取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
教
室
の
断
熱
改
修
」 

で
、
実
際
に
視
聴
覚
室
の
改
修
工
事
を
生

徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

作
業
に
先
立
ち
、
森
林
や
林
業
に
関
す

る
講
義
を
行
い
、
須
坂
高
校
の
学
有
林
に

つ
い
て
や
、
長
野
県
内
の
森
林
、
林
業
の

現
状
に
つ
い
て
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
、
森
林
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。

断
熱
改
修
工
事
で
は
、
内
窓
と
断
熱
材

を
設
置
し
、
壁
材
の
仕
上
げ
に
は
、
須
坂

高
校
学
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
カ
ラ
マ

ツ
の
羽
目
板
を
貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

無
垢
材
の
羽
目
板
を
貼
る
作
業
は
非
常

に
難
し
く
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
寸
法
を
測

り
な
が
ら
、
一
枚
一
枚
丁
寧
に
貼
っ
て
い

ま
し
た
。

建
築
に
興
味
の
あ
る
生
徒
さ
ん
は
、

「
木
の
デ
ザ
イ
ン
は
カ
ッ
コ
よ
く
、
将
来
、 

木
を
使
っ
た
建
物
の
仕
事
を
し
た
い
」
と

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
々
し
か
っ
た
教
室
は
木
の
ぬ
く
も
り

に
よ
っ
て
温
か
み
の
あ
る
空
間
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
木
育
活
動
を
通
じ
て
、
若
い
世

代
の
皆
様
に
森
林
の
大
切
さ
、
木
の
良
さ

な
ど
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

須
坂
高
校
の
先
生
、
生
徒
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
業
と
進
め
る
再
造
林
（
そ 

の 

３
）

㈱
ジ
ョ
イ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と

「
森
林
（
も
り
）の
里
親
契
約
」

を
締
結
し
ま
し
た

２
０
２
３

年
６
月
５
日

㈪
の
「
環
境

の
日
」
に
、

新
し
い
車
の

乗
り
方
を
提

案
す
る
株
式

会
社
ジ
ョ
イ

カ
ル
ジ
ャ
パ

ン
と
長
野
森

林
組
合
は
、

長
野
県
の
立

ち
会
い
に
よ 

り「
森
林（
も

り
）
の
里
親
契
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
内
容
は
、
ジ
ョ
イ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン

が
リ
ー
ス
す
る
自
動
車
が
排
出
し
た
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
、
森
林
整
備
に

よ
っ
て
相
殺
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
イ
ー
コ
ト
」

に
よ
り
、
ジ
ョ
イ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
組
合

の
森
林
整
備
に
必
要
な
資
金
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
は
、
ジ
ョ
イ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
代
表

取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

早
川
由
紀
夫
氏
と
、

ジ
ョ
イ
カ
ル
“
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
”
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
元
プ
ロ
体
操
選
手
の
内
村
航
平
氏

も
長
野
県
庁
に
訪
れ
、
環
境
へ
の
思
い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

締
結
式
に
お
い
て
和
田
組
合
長
は
、

「
現
在
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

と
い
う
の
は
大
き
な
変
化
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
“
脱
炭
素
社
会
” 

“
２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
”

と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
い
る
通
り
、
そ
う

い
っ
た
社
会
を
目
指
し
て
森
林
に
関
わ
る

全
て
の
ベ
ク
ト
ル
が
環
境
の
方
へ
向
い
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

回
、
ジ
ョ
イ
カ
ル
さ
ん
に
は
タ
イ
ム
リ
ー

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て

い
ま
す
。
我
々
森
林
事
業
者
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
環
境
に
対
す
る
責
任
を
果
た

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

長
野
森
林
組
合
は

環
境
意
識
の
高
い
各

企
業
様
と
連
携
し
、

再
造
林
を
推
進
す
る

こ
と
で
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。坂

城
町
植
樹
祭
へ
参
加
し
ま
し
た

去
る
９
月
29
日
㈮
、
坂
城
町
和
平
に
て

開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
度
坂
城
町
植
樹
祭

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
植
樹
祭
は
、 

組
合
だ
よ
り
Ｖ
ｏ
ｌ
． 

45
（
令
和
５
年
６
月

１
日
発
行
）
の
記
事

「
苗
木
寄
附
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
」
と

繋
が
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

そ
こ
で
も
触
れ
ま

し
た
が
、
開
催
地
は

収
穫
期
を
迎
え
た
カ
ラ
マ
ツ
の
町
有
林

で
、
当
組
合
に
て
主
伐
・
再
造
林
の
委
託

を
受
け
、
今
年
の
６
月
か
ら
９
月
初
め
に

か
け
て
施
業
を
行
い
、
植
樹
祭
会
場
の
整

備
と
い
っ
た
面
で
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

先
述
の
と
お
り
植
樹
祭
の
苗
木
は
、
日

本
木
造
住
宅
分
譲
協
会
か
ら
の
寄
付
で
賄

わ
れ
、
８
０
０
本
の
カ
ラ
マ
ツ
苗
を
植
樹

し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暑
く
も
あ
り

ま
し
た
が
、
地
域
の
林
業
関
係
者
や
坂
城

小
学
校
の
生
徒
さ
ん
な
ど
１
２
０
名
ほ
ど

が
参
加
さ
れ
、

林
業
の
大
変
さ

を
感
じ
つ
つ
も

同
時
に
自
然
の

中
で
作
業
す
る

清
々
し
さ
も
感

じ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な

体
験
か
ら
森
林

や
林
業
を
身
近

に
、
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま

す
。持

続
可
能
な

社
会
を
目
指
し

健
全
な
森
林
を

維
持
す
る
た
め
、 

今
後
も
「
伐
っ

て
」「
使
っ
て
」

カーボンオフセットプロジェクト
 「ＥＣＯＴＯ」 公式サイト
https://joycal.jp/ecoto/
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木 材 市 況

今回の市売りは、広葉樹の良材に札が集中
し高値で取引され、広葉樹のシーズンの到来
を印象づけるものになりました。スギの合板
材の荷動きが徐々に出始めました。次回は、
開設65周年記念市です。広葉樹シーズンと
併せ良材の伐採を予定される方はご出品をお
願いいたします。尚、本格的な需要期を迎え
る広葉樹は、造材により価格が変動すること
から、長級にも注意しながら、極力欠点を除
く丁寧な造材をお願いいたします。引き続き
ご出品のご協力をよろしくお願い致します。

第1121回　令和５年10月11日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹種 長さ （ｍ） 末口 （㎝） 平均値～高値 （円/㎥） 平均石値 （円） 備　　考

ス ギ

3.0 16～18 12,000 ～ 14,000 3,339
20上 12,000 ～ 15,000 3,339

4.0

14～20 11,000 ～ 14,000 3,060
22～28 12,000 ～ 15,000 3,339 弱気配
20上 8,000 ～ 10,000 2,226
30上 13,000 ～ 18,000 3,617

6.0 30～40 18,000 ～ 20,000 5,008

カラマツ 4.0
６～13 10,000 ～ 13,000 2,782
14～18 11,000 ～ 14,000 3,060
20上 18,000 ～ 20,000 5,008

ナ ラ 4.0 42 ～ 61,000 16,973 強気配

ク リ 5.0 38 ～ 42,000 11,686 強気配
4.0 40 ～ 55,000 15,304 強気配

（１石： 0.27826㎥）

６
月
４
日
㈰
、
信
越
放
送
ラ
ジ
オ
局
主

催
で
『
２
０
２
３
年
第
２
回　

ろ
く
ち
ゃ

ん
の
森
の
学
校
』
が
、
長
野
市
中
条
の
道

の
駅
に
隣
接
し
た
ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
春
と
秋
に

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
森
林
づ
く
り

推
進
課
と
西
山
支
所
は
運
営
の
お
手
伝
い

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
規
模
の

約
50
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
１
時
間
目
の
矢
澤
秀

成
先
生
に
よ
る
森
林
観
察
会
で
、
林
内
を

散
策
し
な
が
ら
新
緑
の
葉
の
匂
い
を
嗅
い

だ
り
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
や
マ
ム
シ
グ
サ
な
ど

の
不
思
議
な
形
の
花
を
探
し
た
り
し
て
楽

し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
目
は

毎
回
大
好
評
の

丸
山
真
一
郎
先

生
の
木
工
教
室

で
す
。
今
回
は

15
種
類
の
木
の

実
を
使
用
し
た

華
や
か
な
コ
ル

ク
ボ
ー
ド
を
作

成
し
ま
し
た
。

丸
山
先
生

と
長
野
西

高
等
学
校

中
条
高
の

生
徒
さ
ん

の
優
し
い

指
導
の
も

と
、
公
園 Ｓ

Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ　
ろ
く
ち
ゃ
ん
の
森
の
学
校
開
催

完成したフクロウ

魅惑のシダ

工
作
ス
タ
ー
ト

令和5年度　各種研修生名簿
研　 修 　名 氏　　名（支所名）

フォレストワーカー１年目 岡野こころ （更埴支所） 
フォレストワーカー２年目 牧　　心太 （須高支所） 
フォレストワーカー３年目 菅野　樹央 （須高支所） 

フォレストリーダー
松倉　　徹 （須高支所） 
堺　　悠輔 （北部支所） 

９
月
９
日
㈯
に
長
野
市
七
二
会
公
民
館

の
木
育
教
室
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

当
日
は
長
野
市
内
の
親
子
15
組
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
半
は
信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
）
松
本

様
よ
り
、
山
が
あ
る
こ
と
で
私
た
ち
は
豊

か
な
生
活
を
お
く
れ
て
い
る
こ
と
、
地
域

の
木
材
を
利
用
し
、
木
を
育
て
る
こ
と
が

今
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
木
曽
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

た
酒
井
産
業
㈱
の
酒
井
社
長
よ
り
木
の
ロ

ボ
ッ
ト
作
り
と
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
体

験
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
飾
り
付
け
を
夢
中
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

木
育
教
室
に
参
加
し
ま

し
た

後
半
は
当
組
合
職
員
に
よ
る
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
30
分
間
で
完
成

し
た
フ
ク
ロ
ウ
に
触
っ
て
頂
い
た

り
、「
僕
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
や
っ

て
み
た
い
。」
と
大
変
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
木
育
教
室
を
通
し
て
、
木

と
親
し
む
こ
と
で
森
林
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

活
動
に
参
加
、
計
画
し
て
参
り
ま
す
。

や
林
に
落
ち
て
い
る
身
近
な

ど
ん
ぐ
り
か
ら
豪
華
な
バ
ラ

の
よ
う
な
シ
ダ
ー
ロ
ー
ズ
ま

で
、
楽
し
く
飾
り
付
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
森
林

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト

で
魅
力
発
信

に
努
め
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

完成品

どんなにおい？



本所・長野支所／〒380‒0915 長野市大字稲葉字上千田沖134番地２
●本所　TEL 026-217-8822㈹　FAX 026-219-2930

●長野支所（本所併設）　TEL 026-217-1503　　FAX 026-219-1601
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号

TEL 026-245-3003　　FAX 026-245-2515

更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216
西山支所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995

鬼無里事業所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281
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編
集
後
記

◇
当
組
合
は
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
健
全
な
森
林
を
維
持
す
る
た
め
に
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
引
き

続
き
地
域
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
情
報

発
信
に
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

人
　
事
　
異
　
動

◆
退
職　
令
和
５
年
５
月
10
日
付

　
〇
一
般
職
員

　
　
・
総
務
課
付

春
日
　
賢
一
　

◆
退
職

令
和
５
年
５
月
31
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
須
高
支
所
　

田
辺
　
慶
太
郎

◆
採
用　
令
和
５
年
７
月
12
日
付

　
〇
臨
時
職
員

　
　
・
鬼
無
里
事
業
所

木
下
　
恵
美
子

◆
採
用　
令
和
５
年
8
月
1
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
北
部
支
所

中
川
　
卓
真
　

◆
異
動　
令
和
５
年
８
月
１
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
長
野
支
所

伊
藤
　
啓
太
　

（
西
山
支
所
）

　
　
・
須
高
支
所

松
本
　
丈
明
　

（
西
山
支
所
）

◆
退
職

令
和
５
年
９
月
29
日
付

　
〇
一
般
職
員

　
　
・
更
埴
支
所
　
技
師

佐
枝
藤
　
奨
大

◆
採
用　
令
和
５
年
10
月
1
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
更
埴
支
所

髙
橋
　
裕
二
　

◆
異
動　
令
和
５
年
10
月
１
日
付

　
〇
一
般
職
員

　
　
・
森
林
づ
く
り
推
進
課
兼
更
埴
支
所

　
　
　
技
師

倉
石
　
　
梓
　

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
）

総
代
会
の
議
決
並
び
に
理
事
会
に
お
い

て
、
賦
課
金
額
を
組
合
員
割
２
０
０
円
、

面
積
割
１
ha
当
た
り
２
０
０
円
と
し
、
12

月
15
日
ま
で
の
納
入
と
ご
決
定
を
頂
き
ま

し
た
。

賦
課
金
は
、
地
域
林
業
が
更
に
活
性
化

す
る
た
め
に
組
合
員
皆
様
へ
の
情
報
提
供

や
森
林
整
備
推
進
の
森
林
経
営
計
画
樹
立

説
明
会
な
ど
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
総

代
・
参
与
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し

て
、
賦
課
金
納
入
通
知
書
を
配
布
し
て
頂

き
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
納
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

森林組合からのお知らせ
次のような事例が該当する組合員の方は、最寄り
の支所等にご連絡ください。
＊組合員本人の方の死亡等により、名義人が実在
しない方。また、後継者の方が権利を継承され
ている方。
＊引越しや転居等により住所を変更された方。
＊山林を売却し権利が別の名義人に移っている方。
＊山林を売却したり購入して所有面積が変更に
なっている方。
●新規加入を随時受け付けております●

新
人
職
員
の
紹
介

新
人
職
員
の
紹
介

北
部
支
所
技
能
職
員

中
川
　
卓
真

更
埴
支
所
技
能
職
員

髙
橋
　
裕
二

８
月
１
日
付
で

北
部
支
所
の
頂
班

に
配
属
と
な
り
ま

し
た
、
中
川
卓
真

と
申
し
ま
す
。

北
信
州
の
森
林
と
多
様
な
生
態
系
に

魅
了
さ
れ
て
お
り
、
長
期
的
な
森
林
健

全
性
と
環
境
保
護
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
森
林
資
源
の
持
続
可
能

な
管
理
と
地
域
社
会
に
お
け
る
森
林
の

重
要
性
を
理
解
し
、
そ
の
価
値
を
最
大

限
に
引
き
出
す
た
め
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

10
月
１
日
付
で
更

埴
支
所
の
黄
昏
班
に

配
属
と
な
り
ま
し
た

髙
橋
裕
二
と
申
し
ま

す
。
更
埴
支
所
に
は

平
成
31
年
ま
で
の
約
７
年
間
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
４
年
間
の
離
れ
て
い
た
期

間
を
経
て
森
林
組
合
へ
の
復
職
を
果
た
し

ま
し
た
。
一
度
退
職
し
た
経
験
か
ら
、
組

合
の
価
値
と
使
命
を
客
観
的
に
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
な

作
業
が
い
か
に
大
事
か
再
認
識
し
、
安
全

な
環
境
づ
く
り
や
リ
ス
ク
管
理
に
一
層
の

意
識
を
持
ち
、
安
全
第
一
の
原
則
を
徹
底

し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森林についての火災、気象災、噴火災による損害に森林所有者自
らが備えられる、唯一のセーフティネットです。
お問い合わせは、お近くの支所までお願いします。

森林保険への加入をお勧めします森林保険への加入をお勧めします

保険金のお支払いの対象となる８つの災害

火　災

水　害

干　害

潮　害
風　害

雪　害

凍　害

噴火災

ながのペレット販売中なななななななななななながなななな のペ ト販売中中中中中中中中中中中

地域山林の間伐材100％からで
きています。熱効率も良く、灰も
少ないとご好評をいただいてお
ります。

地域山林の間伐材100％からで
きています。熱効率も良く、灰も
少ないとご好評をいただいてお
ります。

参考販売価格
（径6㎜10kg入 /袋）

・配達）・配達）

660660
726726
配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします


